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４．参考（概要図） 

○ 国立がんセンターがその使命を果たすための基本となる研究経費

○ 主としてがん研究の効率化、相互調整等に係る研究や、主力研究機関として

高度・先駆的医療の開発等を主体的に行うための研究を行う

○ 国立高度専門医療センター特別会計で予算措置された非競争的資金

がん研究助成金がん研究助成金

•「国立がんセンターにおいては、がん患者に対して、科学的根拠に基づく最善の医療を提供するために
積極的に臨床研究に取り組むとともに、多施設が共同して実施する臨床研究に対して、必要な技術的支
援を行っていく。」（がん対策基本計画）

•「（国立がんセンターにおいては、）重点的研究分野を推進するため、研究体制・支援体制の整備、がん
情報やバイオリソースに関する事業等の充実等を行う」（第３次対がん１０か年総合戦略）

・ 長期かつ大規模の集団観察研究の体制を維持し、その産物としての知見をがん予

防研究へフィードバック
・ 多施設共同臨床研究の調整、支援、統合を通じた標準的治療（エビデンスに基づい

た最良の治療）の確立

研究事業例

 
 

臨床研究の推進

医療の均てん化等の推進

政策医療の総合的かつ戦略的展開

患者の医療に対する理解を
支援する手法の開発

臨床研究の統括・調整

医療の均てん化手法の開発

医薬品及び医療機器の開発

高度先駆的かつ安全な診断、
治療技術の開発

予防手法の開発

疾病メカニズムの解明

がん研究助成金

○国立がんセンターの公共的機能（※）につい
て、その維持、向上、発展に資する研究を助成

（※）代表的な例として

・我が国のがん研究に関する方向性の提言

・がんに関する臨床研究の相互調整・支援

・リソースバンク、データバンク等の基盤的事業の運営

・医療の標準化、ガイドライン化

・がんの情報発信の方法論に関する研究

○国立がんセンターが、我が国のがん研究の
主力機関として行う高度・先駆的医療の開発

国立がんセンターの役割（※）

担うべき主たる研究分野

国立がんセンターがその使命を果たすた
めの基盤的な研究経費

（国立高度専門医療センター特別会計で予算措置）

がん研究助成金の全体像

※ 「国立高度専門医療センターの今後のあり方について
の有識者会議 報告書」（平成１９年７月）

 


